
問題６－１

• HFC-１３４aを冷媒とする基本冷凍サイク
ルがある。

1. 冷房運転をしているときの蒸発温度は
10(℃)、凝縮温度は50(℃)であった。このと
きの冷房成績係数を求めよ。

2. 暖房運転をしているときの蒸発温度は
0(℃)、凝縮温度は40(℃)であった。このと
きの暖房成績係数を求めよ。



問題６－１回答の方針
(1) HFC-１３４a冷媒の10(℃)の時の飽和蒸気の比エ

ンタルピと比エントロピは、

等エントロピ変化とすると、50(℃)の飽和圧力

に対する比エンタルピは

であるから、状態３は、飽和液であるので、その
比エンタルピは、

また、 であるから、このときの冷房
成績係数は、
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問題６－１回答の方針

(2) HFC-１３４a冷媒の0(℃)の飽和蒸気の比エンタル
ピと比エントロピは、

等エントロピ変化とすると、40(℃)の飽和圧力

の交点の状態１に対する比エンタルピは

であるから、状態３は、0℃の飽和液であるので、
その比エンタルピは、

であるので、このときの冷房成績係数は、
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問題６－１回答
1. HFC-１３４a冷媒の10(℃)の時の飽和蒸気の比

エンタルピと比エントロピは、

等エントロピ変化とすると、50(℃)の飽和圧力

に対する比エンタルピは

であるから、状態３は、飽和液であるので、その
比エンタルピは、

また、 であるから、このときの冷房
成績係数は、

)/(722.11 KkgkJs )/(4041 kgkJh 

34 hh 

)/(4282 kgkJh 

)(32.11 MPaP 
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問題６－１回答

(2) HFC-１３４a冷媒の0(℃)の飽和蒸気の比エンタル
ピと比エントロピは、

等エントロピ変化とすると、40(℃)の飽和圧力

の交点の状態１に対する比エンタルピは

であるから、状態３は、0℃の飽和液であるので、
その比エンタルピは、

であるので、このときの冷房成績係数は、
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